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(57)【要約】
【課題】　構造を単純にしつつ収納機能を付加した収納
階段を提供する。
【解決手段】　複数の踏板が、側桁間に上下方向に所定
の間隔で配置される収納階段であって、複数の踏板の各
々は、所定の踏板の前端が当該踏板の上段の踏板の前端
より所定の幅で前方に延ばされた踏み足部と、所定の踏
板の後端が当該踏板の上段の踏板の前端より所定の幅で
後方に延ばされた収納部とを有することを特徴とする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の踏板が、側桁間に上下方向に所定の間隔で配置される収納階段であって、
　前記複数の踏板の各々は、
　所定の踏板の前端が当該踏板の上段の踏板の前端より所定の幅で前方に延ばされた、踏
み足部と、
　前記所定の踏板の後端が当該踏板の上段の踏板の前端より所定の幅で後方に延ばされた
、収納部と、を有することを特徴とする収納階段。
【請求項２】
　前記複数の踏板の収納部は、複数段ごとに設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の収納階段。
【請求項３】
　前記踏板は、前記踏み足部と前記収納部とに分割可能であり、前記収納部は前記側桁か
ら取り外しが可能である、ことを特徴とする請求項１または２に記載の収納階段。
【請求項４】
　前記踏板の前記踏み足部と前記収納部とは、上面に板厚方向の段差があることを特徴と
する請求項１から３のいずれかに記載の収納階段。
【請求項５】
　前記踏板の前記収納部の上面をデスクとして使用することを特徴とする請求項１から４
のいずれかに記載の収納階段。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、収納機能を付加した収納階段に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　２階建て等に用いられる住宅の場合には、１階から２階へ上がる手段として階段が設け
られる。ここで、階段下部の空間は使用用途のないデットスペースとされてしまうことが
多い。
【０００３】
　このようなデットスペースを活用する技術としては、側板と踏板と蹴込み板とを備えた
階段の該踏板直下に設けられ、該蹴込み板の板面部から前方に向けて引き出して使用され
る階段下の引き出し式収納が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開2009-185446号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の技術では、階段下のデットスペースを引き出しとして利用
できるものの、踏込部分に専用引き出しを備え付ける必要があり、構造が複雑で高価とな
る。さらに、特許文献１の技術では、引き出しの開閉時に一時的に階段の昇降機能が失わ
れる。また、通常サイズの踏板、及び、側板に収納レールや引き出しが直接設けられてい
るため、耐荷重、強度、昇降時の音、きしみ等の使用上の問題が発生することも考えられ
る。
【０００６】
　本発明は、このような従来の問題を解決するためになされたもので、構造を単純にしつ
つ収納機能を付加した収納階段を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の収納階段は、複数の踏板が、側桁間に上下方向に所定の間隔で配置される収納
階段であって、複数の踏板の各々は、所定の踏板の前端が当該踏板の上段の踏板の前端よ
り所定の幅で前方に延ばされた踏み足部と、所定の踏板の後端が当該踏板の上段の踏板の
前端より所定の幅で後方に延ばされた収納部とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の収納階段によれば、踏板のサイズを拡大するのみの構造であるため、従来の収
納階段と比較してコスト的に有利である。また、階段の前面からの収納だけではなく、階
段の後方からも収納できるため、使い方や用途を広くすることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施形態の収納階段の構成を示す図である。
【図２】本発明の第１実施形態の収納階段の断面を示す図である。
【図３】本発明の第１実施形態の収納階段の踏板の断面を示す図である。
【図４】本発明の第２実施形態の収納階段の全体構成を示す断面図である。
【図５】本発明の第３実施形態の収納階段の全体構成を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態である収納階段について、図を参照して詳細に説明をする。
【００１１】
（第１実施形態）
　図１は、本発明の第１実施形態の収納階段１００の全体構成を示す図である。図１（ａ
）は本実施形態の収納階段１００の正面図であり、図１（ｂ）は本実施形態の収納階段１
００の左側面図である。
【００１２】
　本実施形態の収納階段１００は、側桁１０１ａ、１０１ｂと、側桁間に上下方向に所定
の間隔で配置される踏板１０２ａ～１０２ｋと、側桁１０１ａに取り付けられる手すり１
０３とから構成される。本実施形態の収納階段１００は、いわゆるストリップ階段、もし
くは、スケルトン階段といわれるタイプの階段である。なお、図１の踏板１０２の段数は
あくまでも一例であり、階段が設置される建物の上階までの高さ等により適宜変更される
。
【００１３】
　本実施形態の側桁１０１ａ、１０１ｂは、１階床面に対して斜め上方向に所定の横方向
間隔で配置される。本実施形態の側桁１０１ａ、１０１ｂは、床面からその上部は高さ2.
5ｍ程度の２階床面に至る。
【００１４】
　本実施形態の踏板１０２ａ～１０２ｋは、上方へ向けて互いの前端を後方へ順次ずらし
て、側桁１０１ａ、１０１ｂ間に所定の上下間隔で略平行に設けられる。なお、本実施形
態の「前方向」とは、収納階段１００を正面から見た場合の手前方向を示し、「後方向」
とは収納階段１００を正面から見た場合の奥の方向を示す。
【００１５】
　図２は、図１（ａ）のＡ－Ａ断面図である。また、図３は、一例として図２の踏板１０
２ｇ、１０２ｆ、１０２ｅ部分を拡大した図である。
【００１６】
　本実施形態の踏板１０２ａ～１０２ｋの各々において、所定の踏板（例えば、踏板１０
２ｆ）の前端が、この踏板の上段の踏板（例えば、踏板１０２ｇ）の前端より所定の幅で
前方に延ばされて、この踏板の上面が踏み足部Ａとなる。所定の踏板の前端がこの踏板の
上段の踏板の前端より前方に延ばされる所定の幅は、一般的な階段で210ｍｍ程度である
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。
【００１７】
　また、本実施形態の１０２ａ～１０２ｆの各々において、所定の踏板（例えば、踏板１
０２ｆ）の後端が、この踏板の上段の踏板（例えば、踏板１０２ｇ）の前端より所定の幅
で後方に延ばされて、この踏板の上面が収納部Ｂとなる。所定の踏板の後端がこの踏板の
上段の踏板の前端より所定の幅で後方に延ばされる所定の幅は、要求される収納部Ｂの大
きさによって適宜変更される。
【００１８】
　図３は、本実施形態の収納階段の一部の踏板の断面を示す図である。図３の踏板１０２
ｇに示すように、本実施形態の踏板１０２の踏み足部Ａと収納部Ｂの境界には段差ｔが設
けられてもよい。収納階段１００の後方から収納物を挿入する場合には、踏み足部Ａにま
で収納物が突出しないよう収納物を挿入することは難しいが、本実施形態では、段差ｔが
ストッパとなるため、踏み足部Ａにまで収納物が突出することが避けられる。また、収納
階段１００の正面から見た場合に、収納物の正面位置が段差ｔの位置で揃うため、美観も
向上する。
【００１９】
　なお、本実施形態では踏み足部Ａの方が収納部Ｂより高い段差ｔとしたが、この逆も可
能である。この場合には、段差ｔを踏み足部Ａと収納部Ｂの境界線を示す目安等とするこ
とができる。
【００２０】
　以上説明したように、本実施形態の収納階段１００によれば、各踏板の奥行きが長いた
め、文庫本やコレクション、小物類を見せて収納できる。また、踏板のサイズを拡大する
のみであるので、従来の収納階段と比較してコスト的に有利である。さらに、階段の前面
からの収納だけではなく、後方から収納できるため使い方や用途が広い。
【００２１】
（第２実施形態）
　図４は、本発明の第２実施形態の収納階段２００の全体構成を示す断面図である。本実
施形態では踏板２０２の収納部Ｂを２段ごと（図４では踏板２０２ｂ、２０２ｄ、２０２
ｆ、２０２ｈ）に設けることにより、Ｂ４サイズの書籍等のより高い収納物を収納するこ
とを可能としている。
【００２２】
　踏板２０２ｆと踏板２０２ｈとの間の空間に収納する場合には、所定の踏板の後端が当
該踏板の上段の踏板の前端より所定の幅で後方に延ばされる所定の幅（すなわち、収納部
Ｂの幅）は、465ｍｍ以上とすればよい。
【００２３】
　また、収納部Ｂが存在しない踏板２０２ｃ、２０２ｅ、２０２ｇは、収納物を階段背面
から挿入する際のストッパとして機能するため、収納物が踏み足部Ａに突出することがな
く、挿入作業がしやすい。
【００２４】
　なお、本実施形態では、踏板２０２の収納部Ｂを２段ごとに設けたが、これに限られず
、必要な収納高さに応じて、３段ごとや、４段ごととしてもよい。その場合には、収納部
Ｂの幅をさらに大きくすればよい。
【００２５】
　さらに、本実施形態では、踏板２０２ａ～２０２ｋの各々は、踏み足部Ａと収納部Ｂと
に分割可能とし、収納部Ｂは側桁２０１から取り外し可能としてもよい。
【００２６】
　取り外し構造としては、側桁２０１ａ、２０２ｂの内側面に、踏板２０２の収納部Ｂを
抜き差しするための溝Ｃを設ければよい。なお、収納部Ｂの取り外し構造はこれに限られ
ない。本実施形態では収納部Ｂの取り外し構造を採用することにより、収納物の大きさに
応じて、この溝Ｃに踏板２０２の収納部Ｂを差し込んで収納高さを調整できる。



(5) JP 2015-190235 A 2015.11.2

10

【００２７】
（第３実施形態）
　図５は、本発明の第３実施形態の収納階段３００の全体構成を示す断面図である。本実
施形態では踏板３０２の収納部Ｂの長さをさらに延長してデスク３０４として使用する。
これにより、階段下を収納のみならず、ワーキングスペースとしても利用できる。
【００２８】
　さらに、この場合踏板３０２ｅ、３０２ｆ、３０２ｇから収納部Ｂを取り除くことによ
り、使用者の体が踏板３０２に当たることを防止できる。さらに、他の実施形態と同様に
他の踏板については収納部Ｂを設け、収納機能を有するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００２９】
１００、２００、３００：収納階段
１０１、２０１、３０１：側桁
１０２、２０２、３０２：踏板
１０３：手すり

【図２】 【図３】
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